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プラスチック容器包装リサイクル推進協議会 

第 2次自主行動計画・2015年度の実績 削減率 15.1％、再資源化率 45.3％ともに目標達成 

 プラスチック容器包装リサイクル推進協議会（以下、当協議会）では、2015 年度のプラスチック製

容器包装（以下、プラ容器包装）の第 2 次自主行動計画の実績を集計しました。削減率（リデュース

率）、再資源化率（リサイクル率）ともに目標を達成することが出来ました。 

2015 年度のプラ容器包装の削減率（リデュース率）は、2006 年度からの累計で 15.1％、累計削減

量が 78,620 ㌧になり、2015 年度の目標である 13％を大きく上回りました。 

また、再資源化率（リサイクル率）は、45.3％に達し、2015 年度の目標の 44％を上回る結果とな

りました。なお、2011 年から 2015 年までに、（公財）日本容器包装リサイクル協会（以下、容リ協

会）への委託量を除く、事業者が独自に再資源化した量は、157,925t でした。 

この結果、リデュース率と再資源化率は、いずれも第 2 次自主行動計画の目標を達成する事ができ

ました。会員各位のご協力にあらためて御礼申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

2016年度３Ｒ改善事例を募集 24社が応募、65アイテム：71事例 

当協議会では、３Ｒ推進の一環として、2008 年度からリデュース・環境配慮に係る、プラ容器包装

の３Ｒ改善事例を募集し、プラ容器包装の３Ｒ改善事例集を作成しており、2016 年で９年目になりま

した。 

  

 

【単位千㌧】 

削減率（リデュース率） 

削減率=プラ容器包装累計削減量*1÷ 

 プラ容器包装の当該年度推定使用量*2 

※累計削減量*1（分子）：2006 年度から当該年度まで

の累計削減量 

※推定使用量*2（分母）：累計削減量*1＋当該年度のプ

ラ容器包装実使用量。 

再資源化率=（当該年度の再商品化量*3＋当該年度の自

主的回収リサイクル量*4）÷2011 年度排出見込量*5 

※当該年度の再商品化量*3：容リ協会の当該年度の公表値。 

※当該年度に自主的に回収・リサイクルした量*4：特定事業者の当該

年度の自主的回収リサイクル数量 

※2011年度排出見込量*5：容リ協会の 2011 年度の公表値。 

再資源化率（リサイクル率） 
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2016 年の改善事例を項目別に分類すると、全体の 73%が軽量化・薄肉化などリデュース関連で、

なかでも容器包装の薄肉化が 30%と全体の約１/３でした。 

次いで、環境にやさしい容器包装が 27%でした。この中には、バイオ素材や再生材の採用などの新

たな取組みを示す事例もありました。 

2016 年の３Ｒ改善事例の詳細は、当協議会のホームページに掲載します。 

HP アドレス http://www.pprc.gr.jp 

 

2016年 ３Ｒ改善事例の傾向 

改 良 基 準 基準番号 事例数（重複含） 割合 

容器包装のコンパクト化 １ 10 14% 

容器包装の簡略化  ２ ９ 13% 

容器包装の薄肉化 ３ 22 31% 

詰め替え ４ ９ 13% 

付け替え     ５ ２ ３% 

複合素材化       ６ １ １% 

複合材質化       ７ ０ ０% 

再生プラスチックの利用 ８ ３ ４% 

易分別性容器包装 ９ １ １% 

減容化                       10 １ １% 

環境配慮設計      11 11 15% 

その他特性         12 ２ ３% 

合計   71 100% 

１～５ 軽量化・薄肉化等リデュース 73% 

６～12 環境配慮の取組み 27% 

 

 

 

   

   

  

３Ｒ改善事例の一例 

http://www.pprc.gr.jp/
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福山市、横浜市、豊中市で意見交換会を開催 市民・自治体との相互理解が深化  

 

 当協議会では、市民・消費者や行政・自治体の方々との

連携に向けて、各主体間の相互理解を深めるべく、ＰＥＴ

ボトルリサイクル推進協議会との共催で、2012 年度から

開催してきた＜市民・自治体・事業者との意見交換会＞を、

2015 年度下半期は、福山市、横浜市で、また、2016 年度

は、９月に豊中市で開催しました。 

  この意見交換会は、2012 年から年 3 回のペースで開

催してきましたが、2016 年度から年 2 回開催とし、1 回目

の豊中市は、大阪府及び京都府での初めての開催となりま

した。 

 2012 年度から 2015 年度までの 12 回の意見交換会に

参加頂いた方は、合計で 704 名、うち市民・消費者

の方が 223 名、行政・自治体の方が 194 名、事業

者が 287 名でした。 

 各地の意見交換会では、市民や自治体の方々か

ら、日ごろ感じている意見、要望、疑問など率直な

コメントが出されました。こうした様々な意見に対

して、参加した事業者も丁寧に、また率直に回答を

述べ、相互に信頼を深める事が出来たと実感してい

ます。 

意見交換の詳細は、当協議会 HP でご確認下さい。  

http://www.pprc.gr.jp/3R/meeting/index.html 

 

 

福井市環境フェア、エコプロ 2015に出展   

 

 当協議会では、主体間連携の取り組みのひとつとして、2015 年度は「福井市環境フェア」に出展し

ました。このイベントは「環境にやさしい持続可能なまち」

をテーマに、環境配慮商品の販売・紹介や、環境保全の普

及啓発が展示される、福井県福井市の環境イベントです。 

 当協議会は、３R 推進団体連絡会として設けられたブー

スの一角で、パネル・パンフレットの展示とともに、子供

たちを対象に、プラ容器を利用した「キーホルダーづくり」

を実施しました。 

  

2016 年 3 月市民・自治体との事業者の意見交換会 
in 横浜 

福井市環境フェア 

http://www.pprc.gr.jp/3r/meeting/index.html
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焼きそばや惣菜を入れるためのプラ容器を切り取って、恐竜や、動

物、お花など、思い思いの絵を描いたマイキーホルダーをつくりま

した。プラスチックに親しむ機会として、多くの市民の皆様で賑わ

い、ご好評をいただきました。 

 

 

 

 また前年度に引き続き、「エコプロダクツ 2015」へ出展しました。当協議会では例年、容リ協会の

ご協力のもと、エコプロダクツ展に参加しています。2015 年度は、来場者により深く理解して貰うこ

とを念頭に、専門的かつ詳細な内容の展示へと方向性を変更しました。 

 それにより、レポート作成を目的とした学生の皆様や、自治体の担当者様など、より多くの方に来

場いただくことができました。解説員への専門的な質問も多く、プラ容器包装のリサイクルについて、

広く深く知っていただく良い機会となりました。 

 

 

プラ容器包装のリサイクルについて、韓国に視察団を派遣 

 

 当協議会では、2016 年４月 11～16 日までの６日間、韓国のプラ容器包装などのリサイクルの現場

視察及び調査、韓国リサイクル協会との交流のために、調査団を派遣しました。韓国でのプラ容器包

装等のリサイクルの現場視察を通して現状を把握するとともに、その推進の中核組織である韓国の 2

つの公益団体（社団法人韓国包装材再活用事業共済組合及び公益法人韓国循環資源流通資源センター）

と、相互のリサイクルシステムの高度化と３Ｒの更なる推進を図るための当協議会との交流会を開催

しました。 

 

 

 

 

社団法人韓国包装材再活用事業共済組合及び公益法人韓国循環資源

流通資源センターとの交流会（2016.4.15 ソウル市内にて） 

マイキーホルダーつくりが人気 
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 主な視察の目的は、下記のとおりです。 

 １）韓国におけるEPR（拡大生産者責任）原則によるプラ容器包装などの再活用法制度の実情視察

と、前記の２団体及び関連企業との交流を通して相互理解を図ること。 

 ２）韓国におけるプラ容器包装の再資源化・リサイクルに関係する各種の施設見学を通して、我が国

のプラ容器包装のリサイクルシステムの高度化の参考にすること。韓国におけるプラ容器包装な

どのリサイクルシステムは、我が国に比べて、極めて合理的で、かつ経済性に優れたシステムと

評価されています。 

  この視察団の報告書は、下記のＵＲＬでご確認ください。 

http://www.pprc.gr.jp/activity/report/images/korea-report_201607.pdf 

 

 

材料リサイクルによる再生材・物性検査シート作成  ＣＲの解説資料もＣＲ研で作成 

 当協議会では、材料リサイクル（以下、MR）の高度化を目指して 2014 年秋に設けた容リプラ再生

材懇談会（以下、再生材懇談会）で、付加価値の高い容リプラ再生材のための＜再生材・品質検査シ

ート＞を、2016 年４月に作成しました。 

 この検査シートは、容リプラ再生材の品質の安定・高度化をはかるための基準であり、再生材の品

質評価のためのツールです。 このシートは、再生材懇談会として作成したものですが、MR 事業者

の方々にも開示し、MR 事業者とコンパウンド事業者のビジネスツールとしての活用をめざしていま

す。 

 この取組みは、特定事業者として、プラ容器包装の＜リサイクルの資源循環ビジネス化＞を目指す

活動の一環で、今後も中長期の視点で、この問題に取り組んでいきます。 

 また、ケミカルリサイクル（以下、ＣＲ）の解説や啓発のあり方を検討する場として、ＣＲ研究会

を設置し、ＣＲに関するわかり易い解説資料を作成しました。 

 この資料は、市民や自治体の方々にもご理解頂けるわかり易い内容になっており、今後、意見交換

会、フォーラムなどで活用して参ります。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

容リプラ・再生材の物性検査シート 

http://www.pprc.gr.jp/activity/report/images/korea-report_201607.pdf
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容リ法の見直し審議が終了   評価・検討報告書で次期見直しへの課題示す 

 

2013 年秋にスタートした容器包装リサイクル法の施行状況の二回目の評価・検証のための産業構

造審議会産業技術環境分科会廃棄物・リサイクル小委員会容器包装リサイクルワーキンググループと

中央環境審議会循環型社会部会容器包装の３Ｒ推進に関する小委員会の合同会合が、2016 年 5 月 31

日直ちに開催された第 18 回合同会合で結審しました。 

今回の評価・検討では、法改正につながる事項はありませんでしたが、2016 年４月のパブリックコ

メントの募集を経て、報告書（容器包装リサイクル制度の施行状況の評価・検討に関する報告書）が

取り纏められ、5 年後の評価・検討に向けた課題などが示され、特に、プラ容器包装に係る分別収集・

選別保管や再商品化の在り方など、プラ容器包装に関する課題も示されました。 

なお当協議会では、2016 年４月に、合同会合の事務局である経産省・環境省の意見募集に応じて、

8 件の意見を提出しました。 

当協議会は、プラ容器包装の特定事業者を代表する事業者団体として、今後もプラ容器包装のある

べき再商品化に向けて、真摯な取組みを進めて参ります。 

 

 

 

 

３Ｒ推進セミナーや工場見学を開催 

 当協議会では、会員各位

への情報提供の一環とし

て、３Ｒ推進セミナーや

工場見学会を定期的に開

催しておりますが、2015

年下期~2016年上期には、

定時総会での記念講演を

はじめ３Ｒ推進セミナーを 2 回、工場見学会を 3 回開催しました。 

 


